学術機関リポジトリとリソースオーガナイザーに関する研究 by 宇陀 則彦 et al.
学術機関リポジトリとリソースオーガナイザーに関
する研究
著者 宇陀 則彦, 歳森 敦, 古瀬 一隆, 高橋 努, 平岡 













































































































































































































































































































































































































は、標準化団体で策定されたAtom（Atom Syndication Format/Atom Publishing Protocol）が想定され
る。そのためAtomを実装するサーバを設置し、各モジュールを連携させる。
32
　・学内システムとの連携
　　 知識創造環境は、図書館が提供するシステムだけでの実現を目指すのではなく、標準API等を用いるこ
とで、大学の他のシステム（教育用計算機システム、e-Learning、TRIOS、TWINS等）や、大学外の
システムと連携が必要である。
　　 学内諸システムとの連携により、大学全体としてシームレスな、高機能で使いやすい環境を目指すべき
である。
　・携帯端末（主に携帯電話）対応の強化
　　 コミュニケーションツールとしての携帯端末の重要性を鑑み、携帯端末対応も明記する。メール配信や
２次元バーコードによるナビゲーション、GPS、非接触ICチップとの連携など、従来のPC対象とは異なっ
た環境、利用スタイルが想定される。
　・利用者参加のためのインタフェース
　　 リコメンド・書評機能、SNS・SBM等、利用者集団とのコミュニケーションツールの整備が必要である。
ただし、SNSやSBM等は必ずしも図書館システムとして持つ必要はなく、大学として整備されるので
あれば、それを活用すべきである。
4．おわりに
　次期電子図書館システムがまだ実現できていない段階で気が早いかもしれないが、次々期のシステムにつ
いても一言述べたい。90年代にIntelligentPadという概念と技術が発表された。IntelligentPadは知的資源が
共有化され、それらが利用・編集されることによって知識（文化）が発展する、という文化の進化モデルを
システム化したものである。パッドとパッドの間では、情報の入出力が標準化されており、複数のパッドを
ドラッグアンドドロップで組み合わせるだけで、新たなパッドを生成できる。
　Web時代においては、プログラムの相互運用が現実味を帯び、様々な仕様が生まれている。2008年３月に
発表予定であるOAI-OREはそのひとつである。OAI-OREではこれら学術情報を構成する要素をオブジェク
トと呼び、オブジェクトの再利用と交換のためのプロトコルを定めている。これはIntelligentPadの考え方
をWeb時代に持ち込んだものと言ってよい。学術情報は図書や雑誌、それに掲載される論文といった単位だ
けではなく、データセットやシミュレーション、ソフトウェア、画像、音声といった要素から構成される集
合体として認識されつつある。
　次々期のシステムでは、OAI-ORE等の仕様を取り入れながらオブジェクトプログラムを統合し、頭の中
の知識創造のプロセスとシステムの操作をシンクロさせた直観的なシステムにしたいと考えている。
